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１．はじめに 
 
 物質工学科ではオープンカレッジの際いく
つかのデモ実験を行って中学生に見学させて
いるがその中のひとつにマイスナー効果とい
うテーマがある。これは 1933年にマイスナー
によって発見された超伝導体の持つ性質のひ
とつで、超伝導体内部への外部磁場の侵入を
完全に妨ぐことができる､いわゆる完全反磁
性と呼ばれる性質を持つものである。物質を
冷却して超伝導状態にして外部磁場をかける
と、磁場は超伝導体の内部に侵入できず､従っ
て磁石は超伝導体上で浮き上がるという現象
が見られる。 
この現象を実際にデモ実験の中で実演して
いる。これまでこのデモ実験の際には市販の
超伝導体を購入し使用していたがペレットが
小さく高価で､ペレットが小さいゆえ磁石と
の間に安定した反発力が生まれず､従って浮
遊させるのが困難であり､浮遊させるのにか
なりの熟練を要する等､種々の問題点があっ
た。そこで今回これらの問題点を解決するた
めペレットの大きな高温超伝導体の作製を試
みた。 
マイスナー効果とは本来磁石から発せられ
る磁場は物質をすり抜けてしまうものである
が超伝導体の場合はこの磁場を通さず弾いて
しまう性質(完全反磁性)がある。この性質の
ことを言う。 
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液体窒素温度(77K)を超えた高温超伝導体
YBa2Cu3O7 を作製するためまず Y2O3 と
BaCO3と CuO を 1:2:3 のモル比にて秤量し
均一になるまで約 2 時間混合する。次に
930℃の電気炉中で10時間仮焼成する。その
後徐冷した仮焼成物を直径 33 ミリの型に入
れ、エーテルを少量投与しハンドプレス器を
使用し 5分間圧縮する。その後、型からペレ
ットを取り出し成型したペレットを再び電気
炉中で930℃で12時間本焼成しその後400℃
にて5時間程保持その後徐冷し完成する。 
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加圧成型
徐冷した仮焼成物を直径33ミリの型に入れ、エーテ
ルを少量投与した後､下に示すようなハンドプレスを使
用し数分間加圧成型する。
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型からペレットを下に示す熱プレス機を利用して取り出
す。 その際淵の崩れに注意する。
本焼成における温度管理
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３.実験方法 
 
3-1 発泡スチロールの実験容器に超伝導体
を置く。 
3-2 液体窒素を容器に少しずつ注ぐ。最初
は激しく沸騰するが、しばらくすると超伝導
体のまわりから泡が発生しなくなり、十分に
冷却された状態になる。 
 
3-3 プラスチック製のピンセットを使って、
ネオジウム磁石を超伝導体の上方で静かに放
す。 
 
 
 
4.結果と課題 
 
市販品の 2 倍程度の大きさを持つペレッ  
トを作製することが出来た。 
充分な大きさを持つため磁石との間に安
定した反発力を生み出すことが出来､中学
生等でも容易に磁石を浮遊させることが出
来た。 
ペレットが急激な温度変化で繰り返し
使用することにより脆くなるので最適な
成型圧力を検討し寿命の長い超伝導体の
作製を目指す。 
 
5.最後に 
 
このテーマは平成 17年度より行っている
が中学生にはマイスナー効果を理解するこ
とは難しいかもしれない。しかし目の前で
磁石が浮いている現象を目の当たりにして
歓声を上げて喜ぶ生徒が多く､自ら磁石を
手にして何度も浮かせて､思わず超伝導の
世界に引き込まれているのが現状である。 
 ただ超伝導体は過酷な温度変化の中で繰
り返し使用するためペレットに亀裂を生じ､
脆くなりやすい。しかし性質そのものは変
わらないので今後､温度変化に対して安定
したペレットを作製する必要がある。 
  
